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「Body and Head の為のドローイング」    2023   241 × 305mm   Acrylic, watercolor on paper　
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MOYAN　
埼玉県越谷市に生まれる。
東京藝術大学大学院美術研究科修士課程修了。
人形やドールハウスをモチーフに「人形を使った人間劇」のコンセプトの元、
収集した中古のファッションドールたちをクィア的視点で捉え直し、
人間と人形の新たな共犯関係を構築することを試みる画家。
現在、さいたま市を制作の拠点としている。

■個展
2017	「DOLLs」un	petit	GARAGE、東京
2018	「ICON」un	petit	GARAGE、東京
2020	「image」MEDEL	GALLERY	SHU、東京
2020		「ドル・プレイ」un	petit	GARAGE、東京
2022		「FIGUREHEAD」un	petit	GARAGE、東京
2022	「PLAY	BOOTY」Ff、東京
2023	「人形の棲む静物」un	petit	GARAGE、東京

■グループ展
2016		「第 3回 CAF 賞作品展 2016」	3331	Arts	Chiyoda、東京
　　		「“Group	Show～	Sommes-nous	heureux?”」Bambinart	Gallery、東京
2017	「ゲンロンカオス *ラウンジ新芸術校第 2期生標準コース成果展『ハプニング
	 （直接行動）を待ちながら』」ゲンロンカフェ、東京
　　	 「ヤングアート台北 2017」シェラトングランデ台北ホテル、台北
　　		「art	expo	NY」Pier	94、NY
2018	「ブレイク前夜～次世代の芸術家達～	Part Ⅱ」Bunkamura	Gallery、東京
　　		「KUMA	EXHIBITION	2018」スパイラルガーデン、東京
2019	「Unspoken	Toys」MASATAKA	CONTEMPORARY、東京
2020	 神宮の杜芸術祝祭「紫幹翠葉	百年の杜のアート」明治神宮ミュージアム、	東京
2021	「DOLLMAGE」TIERS	GALLERY、東京
　	 「ブレイク前夜展」美術手帖総編集長・岩渕貞哉セレクション、銀座蔦屋書店		 	
	 GINZA	ATRIUM、東京
2022	「EYES	Portrait	show	by	Emerging	Artists」MEDEL	GALLERY	SHU、東京
	 「POPPETRY」クマ財団ギャラリー、東京
　　　	「ACTIVATE	KOGEI	+ART 展」松屋銀座、東京
2023	「ART	NAGOYA	2023」、名古屋観光ホテル、愛知
		 「京都×アートプロジェクト」京と家五条大坂町、京都

■受賞歴
2015	「GEIDAI	スカウティング＠藝大ギャラリー」藝大アーツイン丸の内	(GAM) 賞
2016	「シェル美術賞 2016」入選
　　　	「第 3回	CAF 賞」山口裕美賞

■助成
2015		「東京藝術大学久米桂一郎奨学基金」　認定
2017		「公益財団法人クマ財団第 1期クリエイター奨学金」	認定
2018		「東京藝術大学平山郁夫奨学金」　認定
2021		「公益財団法人クマ財団活動支援事業」	認定
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〒330-0803  さいたま市大宮区高鼻町 1-20-1 大宮中央ビル 1階・2 階
お問合せ  ピア 21 株式会社 　担当 : 服部　　Phone: 048-649-3921  

10:00 〜 17：00   ー日曜・祝日休廊ー

「Co-Sleeping」    2022   194.0 × 194.0cm   Acrylic, oil on canvas

生まれも育ちも埼玉で、高校は大宮光陵高校の美術科に通っていました。

当時は「東京藝大に入り将来は画家になる」という目標に向かって毎日

放課後も必死にデッサンをしていた記憶があります。

そんな思い入れ深い大宮という場所で画家として個展をするというのは

大変感慨深いです。

氷川参道ギャラリーは自身にとってこれまでの馴染み深いホワイト

キューブとは異なる展示空間ですが、だからこそ「人形を使った人間劇」

の作品イメージをまた違った角度からご覧いただけるのではないかと思

います。
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